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   The protective colloidal activity in urine has been examined after the administration 
of adrenaline and pyrocarpine to the patients with urolithiasis. Under the consideration of 
the hypothesis that the adrenal cortical hormones may be changed by stress influence, the 
changes of activity of protective urinary colloids has been observed under the following 
conditions administration of ACTH and cortisone preparation (1) to the rabbits, (2) to 
the patients with adrenal cortical disturbances (each one of Addison' s syndrome and 
Cushing' s syndrome). 
   1) It was found that the concentration of urinary colloids was increased by the adminis-
tration of  adrenaline, and it was decreased by the administration of pyrocalpine in rabbits. 
   2) The protective activity of urinary colloids of the patient with  Addison' s syndrome 
was higher than normal, and it decreased upto the almost normal level when the cor-
tisone preparation was given. On the other hand, the protective activity of urinary colloids 
of the patient with Cushing's syndrome was lower than normal, and it increased more 
than normal level after the adrenalectomy was performed. The concentration of mucopro-
tein in urine revealed the similar changes before and after the administration. 
(continued) 
   3) The concentration of urinary colloids of rabbit seemed decreased by the adminis-
tration of  ACTH in all of the cases except the rabbits with diarrhea and other physical 
disorders during the experiment. No change has been recognized on the concentration of 
urinary colloids in rabbits before and during the administration of cortisone preparation, 
but it showed higher level after the completion of administration. The results of this ex-
periment seems to be due to the fact that the adrenal function is increased by ACTH and 
it is decreased by cortisone. 
   Conclusions The concentration of protective colloids in urine is decreased by the 
adrenal hyperfunction in stress. The dysfunction of autonomic nervous system causes the 
change of urinary colloids. It seems to me that there is an important relationship between 
the factor which may cause a primary urinary calculus and decrease of the protective
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colloidal activity in urine in the situation of stress or dysfunction of autonomic nervous 
system.
緒 言
尿石症に於 け る尿中膠質状態に就 いては第1
及 び 皿篇にてその詳細を述 べ,更 に各種 薬剤の
尿膠質状態に及ぼす影響 に関 しては第 皿篇に記
載 したが.近 時尿石発生の原因 として炎症 と共
に植物神経支配 の感受性 の異状 が決定的 な意義
を持 つ事が力 説 されて来 て 居 り,Boshamer
(1948年)の交感神経優越が尿石形 成の因子 と
な るとの説や,叉Ganterberg(1937)の植物
神経障碍時に尿石 が形成せ られ る等 の報告が あ
り,叉 更に植物神経失調 と共 にstressが加わ
る事 に よつ て副 腎皮質 ホルモ ンの分泌機能に変
化が起 り,此 の為に近時尿石症 が多 くなつて来
た とも考え られ,又Cushing氏症候群 の患者
に高率 に尿石症 が合 併 し,Addison氏症候群
の患者 には その合併を見ない等 の種 女の報告が
な されて居 る.
而 して此れ らの中で副腎皮質 ホルモンと尿中
保護 膠質 に関 しては少数 の報告がなされ て居 る
が,そ のホルモ ン投与時に於 ける尿膠質変 化の
状 態を報告 した ものはButtの報告の他極 く少
数 であ り,特 に植物神経毒投 与時 に於け る報 告
に関 しては未だ見当 らない.
私は此 のstressの加 わる事 により,副 腎 皮
質機能,植 物神経充奮状態,等 の変化を来 たし
て,此 れ らが尿石発生 に意義 を有 するな らば,
植物神経 毒投与時,及 びCortisone,ACTH投
与時,更 にCushing,Addison氏症候群の患
者 に何 らかの尿膠 質の変化 を来たすのでは無か
ろ うかと考え,夫 々の条件下 に各女の尿中膠質
を測定 し以上 の各 々が尿保護膠質にかなりの影
響 を与 える事 を知 つた ので藪 に報 告する.
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第W表Addison氏 症 候 群 の1例
日/月～ 日/月






















































































































第V表Cortisone注 家 兎尿 小 川 反応






























































































































































































































































































































































































































































































































と共 に軽度 の低 下 が認 め られ た.No.79は 投 与 開 始
第1日 目は 投与 前 と変 化 は な く,第2日 目以降 は 濃 度
の低 下が認 め られ,投 与 終 了後 も軽 度 の低 下 を示 して
居 る.No.80は 投与 期 間 中,投 与 終 了後 を 通 じて 殆
ん ど変 化は 認 め られ なか つ た.No.61は 前 述 した が
投与 期間 中は 全 く変 化 を認 め な いNo.63は 軽 度 の
下痢 を認 めた が膠 質 濃 度に は 殆 ん ど変 化 は なか つ た.
即 ち下 痢 の為 に 尿量 の極 め て減 少 したNo.61,No
62を除外す る と全 く変 化 を認 め なか つ た のはNo.75,
No.77,No.80,No.63であ り,此 の中No.77,
No.63は軽 度 の下 痢 の為 尿 量 の減 少 が あつ た 事 か ら
考え ると,相 対的 に は軽 度 の膠 質 濃 度 低下 と考 え られ
る.他 のNo.71,No.72,No.79,No.73,No.76,
の5例 は何 れ も尿 膠 質濃 度 低 下 の傾 向 を示 して居 る .
此の5例に先のNo.77,No.63を加えると11例中7
例が低下の傾向を示し,2例に変化がなく,増加を示











而 して植物神 経に関 してはBoeminghausや
Schmidtが植物神経が結石 の形成に 関与する
と述べ て居 り,Boshamer(1948年)等に よれ
ば第9胸 椎か ら第1腰 椎の損傷 に限つ て結 石が
作 られ,第1腰 椎以下の損傷 では殆ん ど結石 は
発 生 しない と述べ,そ の理 由は此 の高 さの損傷
にては内臓神経を除 く,腎 及び尿路の神経が中
断 され,そ の為減尿,尿 路の血流障碍等を伴 う
交感神経刺戟状 態に置かれ,そ の為に尿石発生
を来たす と述べ,そ の理 論は交感神経を興 奮状
態 にお く時には血管収縮 を起 し,血 液循環障碍
無 機物質代謝障碍,保 護 膠質排泄障碍,尿 量 の
減 少,病 的蛋白の排泄等 を来 たす だ け で は な
く,更 に腎孟尿管の無力症 を来た して,そ の病
的 尿の停滞を来 たす と述べ て居 る.
Ganterberg(1937年)は植物神 経障碍 の有
る時 には週期的に尿路結 石が形成 され る事 を指
摘 した.叉Kochの 解 説に よれば多数 の結石
発症惹起乃至 は協力因子(例 へぱ脳脊髄外傷,
化学的毒物,細 菌毒素,ア レルギー作用,内 分
泌障碍等)は 腎血管運動神経 を刺戟 して血流障
碍 を起 し,為 にボーマン氏嚢 内に異状蛋 白が排
泄 せ られ,叉 腎 の血流障碍 の為に炭酸 ガスが蓄
積 し,水 素 イオ ン濃度に変 化が起 る為に蛋 白体
はその膠質状態に影響を被 り膨 化し,膠 質粒子
の大 きさ並びに安定性の変 化等 が現われ,此 の
事 がDyskolloidurie,更にDyskrystalloid-
urieを起す と説明 して居 る.而 し教室の山崎
に よれ ば交感神経興奮状態にて も尿石症 は見 ら
れ るが,副 交感神経興奮状 態の尿石症患者 も多
く,尿 石症 患者 に植物神経失調 の状態が殆 んど
認 め られ るが.交 感神経,副 交感神経の何れ と
も決定的に論ず る事は出来 ないとして居 る.
而 して此 れ らの論交の中夫 々の神経状 態に於
け る尿膠質状 態を測定 した ものは殆ん ど見 られ
なかつた.
私は尿石症患者 の9例 に就 いてア ドレナ リン
及 びピロカル ピンを投 与 してその前後 に於ける
尿を採 り,そ の膠質濃度 を測定 したが,Bosh-
amerとは反対 にア ドレナ リンを投与 した交感
神経興奮時 には,そ の尿 中膠質濃度はかへつて
増加す るものが多 く,減 少 した例は1例 も見 ら
れ なかつた.即 ち尿膠質に関す る限 り交感神経
刺戟状態ではかへつ て尿石形成 は阻止 され ると
考 えられ,又 逆 の立場 にあ るピロカル ピン投与
の場 合は1例 のみ極 く軽度の尿 中膠質増加傾向
を認 めたのみで,他 の8例 は膠質減少又は全 く
変化 を認 めないかの何れかであつた.即 ち副交
感神経刺戟 に より,か へつ て尿膠質は減少し,
此の場 合に尿石形成が惹起 され易い と考える.
次にMosqueria-Lomas等は近代の複雑な
交化生活の身心 に及ぼすstressの影響 を尿石
発生原 因 として重 視 して居 り,Buttも 人体を
38000ブイー トの高空に相 当す る減 圧 室に入れ
遠心 回転す るとその直後 の尿にては漏濁度及び
沈渣 は著 しく増 し,1時 間後には実験前の清澄
尿に復帰す るが,此 の実験 中尿及び血液のpH
等 には何 らの変化はなかつた と述べ.更 に1954
年 の全米泌尿器科学 会のパ ネルデイスカツシヨ
ンで第2次 大 戦中後方部隊 よりも敵火に曝 され
て居 る部 隊に非影造 尿管結石が高率に現れ,叉
訓練 され た実戦の経験 のある部隊 よりも,若 い
未経験の部 隊に結 石発生率は高い と云 うKim-
broughの経験 を引用 して居 る.更 にButt
はstressはCortisoneやACTHの投 与の
時 と同じ く細胞間隙の基質 に影響 を与 えるもの
と思 われ,か か る条件下では核蛋白の崩壊が活
発に行われ,尿 酸 が多量排 出 され,又ACTH,
Cortisoneの投 与の如 く基質 の解 合を 凍 結叉
は防止 し,此 れに よつて保護膠質が尿中に現れ
るのを減 少せ しめ ると述 べ て居 り,Selyeは
stressが加わ るとア ドレナ リンが 分 泌 され,
此れ が脳下垂体 を刺戟 し,為 にACTHが 分泌
され,此 れが副腎に働いてCortisoneの分泌
が促進 され ると述 べて居 る.
SubyはCushing氏症候群 の患者 では90%
に尿石 の発生 を見,本 症 は骨疾患ではあるが.
骨の異 化機能 は正常 に行われ,Cortisonoは
而 し骨の同化作用を防止 し,そ の結果 としてカ
ルシユ ームが骨 に戻され るのを遮断す る為にカ





は過石灰尿は起 るが,之 が唯一の因子 ではな く




の排泄を増加す る事を認 め,小 此木等 はフオル
マ リン注射後2時 間か ら1週 間迄の副腎皮質及
び淋巴様組織を検討 し,副 腎皮質では特 に索状
層の脂肪の減少が6時 間以降に現れ,時 間の経
過につれて著明になる.為 に フオルマ リン注射
がstressorになると報告 して居 るが,国 分は
フオルマ リン注射 により結石発生要素 の存在を
認めて居 るが,此 れ だけでstressorに対す る




ing氏症候群 を有す る患者各1例 に就いて,そ
の尿膠質を測定 した.そ の結果 は同項に述べ た
如 く前者に於いては,そ の尿中膠質量 は正常 入
尿に於ける尿中膠質値 より遙 かに高い値 を呈 し
て居 り,本 症にCortiSOIleを投与 した場 合は
正常 人尿値 と略 々同様の値迄低下 して居 る。
又Cushing氏症候群 の場合は小 川反応値は
正常人値或はそれ以下であ り,ポ 蛋 白波 による
ムコ蛋白定量 に関 しては全 く正常 人値以下 とな
つて居 り,此 の場合副腎別除 を施行後は小川反
応値,ボ 蛋白波波高共 に高い値を呈 して来て居
る,即 ちButtの論 旨であるCushing氏症候
群にては過石灰尿が唯一 の因子 でな く,副 腎皮
質機能充進,即 ちCortisoneが尿 中保護膠質
を減少せ しめるとの説を実験的 に証明 し得 た.
更にstressによる尿石発生原因の一部 とし
て尿膠質の変化を追求す る意味 で,stressに
対 して副腎皮質 の機能 元進,副 腎皮質 ホルモ ン
の分泌過剰が起る事が 想定 され る為に,Cor-
tisone及びACTHを 家兎に投与 して,そ の
尿膠質に及ぼす影響を検 して見た。
即ち同項 に述べた様にACTH投 与に ては特
殊な事故を来 たした症例 を除外 して,明 らかに
尿膠質の低下が見 られた.更 にCortisone投
与によつても膠質 の低下が見 られ ると思惟 した
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が,本 実験 の場 合は投与中は殆 んど膠質濃度 に
変化 を認 めず,想 像とは逆に投与後に於いて大
多数 の家 兎に尿膠質濃度の増加を認めた.此 の
事 はCortisone投与に よつてかえつて副腎皮
質の機能障碍 を来た し,そ の為に投与後 に膠質
増加を来 たしたのであろうと考え られ,Addi-
son氏症候群 に於け る場 合 と同様の結果 になつ
たのではなか ろうか.
以上 より見 ると副 腎皮質機能充進,即 ち副腎
皮質 ホルモン増量時 は明 らかに尿中保護膠 質は
低下を見 て居 る事 か ら,stressが加わつた場
合 は副腎皮質機能 の元進が当然考 え られ る 為
に,此 の尿膠質 の低下を来たす点が,人 体に加
わるstressにより尿石 発生 が惹起 される と云
う事に対 する1つ の原因 となるで あろ うと推察
す る.
以上の諸点 よりして植物神経系の失調,又 は
人体が受け る過度 のstressが尿石発 生に決定
的な因子をなす との説が最近 多 く述ぺ られ,そ
の尿石発生 に対す る此れ らの因子 との間 の因果
関係に就 いての具体的な証拠は余 り解決 され て
居 らず,種 々の理論が仮説的に述 べ られ,尿 膠
質 との関係 に関 してはButtのやや詳細な報 告
を見 るのみであるが,此 れ らの仮説的条件の中
で,尿 膠質に対 す る以上 の影響 より見 ても,当
然その因果関係 の重要 な部 分を尿膠質 の変調が
占め るであろうと推 察す る.
即 ちstressに対 す る副腎皮質の機能 元進→
副腎ホルモンの増加→尿膠質 の減少を来た して
尿石発生 を見ると考 え られ る.又 植物神経の失
調 に よつても尿膠質 に変化が認め られ る為,此
れ らの条件が相重 なつて,更 に種 々報告 されて
来 た様 なstressに起因する尿膠質以外 の因子
が加わつ て尿石発生 を来たすのであろうと老え
られ る.
Stress及び植物神 経失調の場 合の尿石 発生
に関 しては種 々の因子が関与す ると思 わ れ る





尿膠質状 態を検 し,更 にstressが人体に加わ
る事 に より副腎皮質 ホルモ ンの変化を来たす と
の想定 の下にACTH,Cortisoneを家兎に投
与 し,次 いで副腎皮質機能に関係 あるAddison
氏症候 群及 びCushing氏症候群 の患者 各1例
に就いて,夫 々その尿膠質状態を観察 して次 の
結 果を得た.
1)尿 石症患者 にア ドレナ リン投与時は,投
与前の尿中膠質 濃度 に比 して,投 与後 は明 らか
に膠質濃度は増 加す る傾向が見 られ,逆 に ピロ
カル ピン投 与時 は,そ の投 与前 の値 よりは投与
後 の方が低下する傾向が認 め られ る.
2)AddisOI1氏症候群 を有す る患者では,そ
の尿中膠質 濃度 はIE常人 に於け るよりは高 く,
本症にCortisoneを投与 した場合は正常入値
近 く迄低下す る.逆 にCushing氏症候群を有
す る患者 では,尿 中膠質濃度は低 下 し て 居 る
が.本 症 に副腎別除術 を施 行 した場合は,正 常
入値以上 に増加する.
3)家 兎にACTHを 投 与 した場合,実 験途
中で下痢その他 の事故 を起 した例 を除外 する と
投 与中は投与前に比 して尿膠質濃度は低 下の傾
向が認 め られ,又Cortisoneを投 与 した場合
は投与 中は殆 ん ど投与前 と変化はないが,投 与
終 了後に於 ける尿膠質量 は投与前 よりも高い値
を呈す る.此 の事 はCortisone投与に よりか
えつて副腎機能 の障碍 を来 たした為 と考 える.
以上の結果 よりstressは副腎機能 の充進を
来た し,そ の為に尿中膠質量の低下 を来 たす様
にな り,叉 植物神 経失調は尿膠質状態 の変化を
もた らす為に,stress及び植物神経失調に よ
って尿石発生の原 因 となる因子 は,此 れ らに よ
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